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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランスポートストリームを受信するプロセッサを含む装置であって、前記装置は、
　（ａ）プログラムマップテーブルを含む前記トランスポートストリームと、
　（ｂ）前記トランスポートストリーム内の特定のエレメンタリストリームを示すエレメ
ンタリストリーム識別子と、
　（ｃ）単一の構文要素内において高ダイナミックレンジ（ＨＤＲ）コンテンツおよび広
色域（ＷＣＧ）コンテンツの少なくとも一方について、有りまたは無しを組み合わせで示
す２ビットを用いて構文要素を示す高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）ビデオ記述子と、を
備え、
　（ｄ）前記高ダイナミックレンジコンテンツおよび前記広色域コンテンツのうちの少な
くとも一方は、前記プログラムマップテーブル内において示される前記エレメンタリスト
リーム識別子に基づいて、エレメンタリストリームに関連付けられる、装置。
【請求項２】
　トランスポートストリームを受信するプロセッサを含む装置であって、
　（ａ）前記トランスポートストリームは、プログラムマップテーブルを含み、
　（ｂ）前記プログラムマップテーブルは、ストリームタイプおよびエレメンタリストリ
ーム識別子とともにエレメンタリストリームを示し、
　（ｃ）前記エレメンタリストリームは、特定のストリームタイプ値を用いることによっ
て高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）ストリームを示し、
　（ｄ）前記装置は、前記エレメンタリストリーム内における高ダイナミックレンジ（Ｈ
ＤＲ）コンテンツおよび広色域（ＷＣＧ）コンテンツについて、有りまたは無しを示し、
前記ＨＥＶＣストリームに関連付けられている高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）ビデオ記
述子を備え、
　（ｅ）前記高ダイナミックレンジ（ＨＤＲ）コンテンツおよび前記広色域（ＷＣＧ）コ
ンテンツは、ＨＤＲコンテンツおよびＷＣＧコンテンツの少なくとも一方について有りま
たは無しを示す組み合わされた２ビットの単一の構文要素または別々の２つのフラグで示
されている、装置。
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【請求項３】
　前記構文要素は、ＨＤＲおよびＷＣＧのうちの少なくとも一方について、有りおよび無
しを２ビットを用いて示す請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記ＨＥＶＣビデオ記述子が、ＨＥＶＣで符号化されたビットストリームに含まれる、
請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記プログラムマップテーブルは、前記エレメンタリストリームを符号化するために使
用される符号化機構を示すストリームタイプ識別子をさらに備える、請求項１または２に
記載の装置。
【請求項６】
　前記ストリームタイプ識別子が、前記エレメンタリストリームが高効率ビデオ符号化（
ＨＥＶＣ）で符号化されたビットストリームであることを示すために「０×２４」に設定
される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記プログラムマップテーブルは、前記エレメンタリストリームに関連付けられた１つ
以上の後処理操作識別子をさらに備え、前記後処理操作識別子が、前記エレメンタリスト
リームを符号化したエンコーダによって実行された前処理操作を実質的に逆転させるよう
に前記エレメンタリストリームから復号された値に対して操作することができる後処理操
作を示す、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プログラムマップテーブルは、前記エレメンタリストリームから復号された値を高
ダイナミックレンジおよび広色域の少なくとも一方に変換する後処理操作なしで前記値が
標準ダイナミックレンジおよび標準色域の少なくとも一方のディスプレイ上に表示される
ことができるかどうかを示す標準ダイナミックレンジおよび標準色域の少なくとも一方の
コアストリームシグニファイアをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　ビデオを復号する方法であって、
　デコーダが、プログラムマップテーブルおよび関連するエレメンタリストリームを含む
トランスポートストリームを受信する工程と、
　単一の構文要素内において高ダイナミックレンジ（ＨＤＲ）コンテンツおよび広色域（
ＷＣＧ）コンテンツについて、有りまたは無しを組み合わせで示す２ビットを用いて構文
要素を示す高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）ビデオ記述子を受信する工程と、
　前記単一の構文要素が前記ＨＤＲコンテンツおよび前記ＷＣＧコンテンツの少なくとも
一方を有りと示す場合、前記エレメンタリストリームを復号する工程と、を備え、
　前記高ダイナミックレンジコンテンツおよび前記広色域コンテンツのうちの少なくとも
一方は、前記プログラムマップテーブル内において示されるエレメンタリストリーム識別
子に基づいて、前記エレメンタリストリームに関連付けられる、方法。
【請求項１０】
　トランスポートストリームに含まれるビデオを復号する方法であって、
　（ａ）デコーダが、プログラムマップテーブルを含む前記トランスポートストリームを
受信する工程と、
　（ｂ）前記デコーダが、ストリームタイプおよびエレメンタリストリーム識別子ととも
にエレメンタリストリームを示す前記プログラムマップテーブルを受信する工程と、
　（ｃ）前記デコーダが、特定のストリームタイプ値を用いることによって高効率ビデオ
符号化（ＨＥＶＣ）ストリームを示す前記エレメンタリストリームを受信する工程と、
　（ｄ）前記デコーダが、前記エレメンタリストリーム内における高ダイナミックレンジ
（ＨＤＲ）コンテンツおよび広色域（ＷＣＧ）コンテンツについて、有りまたは無しを示
し、前記ＨＥＶＣストリームに関連付けられている高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）ビデ
オ記述子を受信する工程と、を備え、
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　（ｅ）前記高ダイナミックレンジ（ＨＤＲ）コンテンツおよび前記広色域（ＷＣＧ）コ
ンテンツは、ＨＤＲコンテンツおよびＷＣＧコンテンツの少なくとも一方について有りま
たは無しを示す組み合わされた２ビットの単一の構文要素または別々の２つのフラグで示
されている、方法。
【請求項１１】
　前記デコーダが、高ダイナミックレンジおよび広色域コンテンツのうちの少なくとも一
方を再構成するように前記エレメンタリストリームから復号された値に対する１つ以上の
後処理操作を実行する工程をさらに備える、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つ以上の後処理操作が、前記エレメンタリストリーム内の補足拡張情報によって
識別される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つ以上の後処理操作が、前記エレメンタリストリーム内のビデオ使用可能性情報
によって識別される、請求項１１に記載の方法。
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